
　

こ
の
度
、
小
山
ヶ
丘
小
学
校
が

校
内
で
の
救
護
活
動
に
対
し
、
東

京
消
防
庁
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
月
、
同
校
で
授
業
中
に
児
童

が
心
臓
発
作
を
起
こ
し
、
心
肺
停

止
状
態
に
陥
る
事
態
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
室
屋
憲
一
校
長

の
指
揮
の
下
、
教
職
員
に
よ
っ
て

連
携
し
た
救
護
活
動
が
迅
速
に
行

わ
れ
、
児
童
の
命
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
（
金
）、
同
校
を
訪

問
し
た
深
瀬
八
郎
町
田
消
防
署
長

か
ら
、
学
校
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
京
え
び
す
さ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
の
山や

ま

登と

敬ひ
ろ
ゆ
き之
先
生
を
お
迎
え

し
、
「
発
達
障
害
と
子
ど
も
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
保
護
者
の
方
向
け
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
11
月
13
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

場
所
：
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
：
町
田
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
を
お
も

ち
の
保
護
者
の
方

申
込
方
法
：
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
お
子
さ

ん
の
学
年
と
性
別
を
明
記
し
、
10

月
24
日
（
金
）
ま
で
（
消
印
有

効
）
に
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

講
演
会
担
当
（
〒
194-

０
０
３
６

木
曽
東
３-

１-

３
）
へ
。

定
員
：
80
名
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

教
育
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
６
５
４
６

児
童
精
神
科
医
に
よ
る

保
護
者
向
け
講
演
会
の
お
知
ら
せ

講座情報は、「広報まちだ」や
町田市ホームページにも掲載します。

予約は不要です。
お父さん、お母
さん同士交流し
ませんか。

▲救護活動にチームワークを発
揮した小山ヶ丘小学校教職員

（中央は、深瀬町田消防署長）

町
田
市

　
学
力
向
上
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
２
０
１
５
年
５
月
14
日（
木
）午
後
２
時
開
始

●
町
田
市
民
ホ
ー
ル

　

２
０
１
５
年
３
月
策
定
予
定
の
「
町
田
市
学
力
向

上
推
進
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
ま
す
。
町
田
市
立
小
・

中
学
校
が
挑
戦
す
る
「
わ
か
る
学
力
」
を
高
め
る
授

業
や
、
地
区
ご
と
の
課
題
に
応
じ
て
小
中
が
連
携
し

た
学
力
向
上
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。　

【
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

・「
町
田
市
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

・
学
力
向
上
推
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
の
取
組

・
学
力
向
上
モ
デ
ル
地
区
の
取
組

・
家
庭
学
習
の
手
引
き

・
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　

藤
村
宣
之
教
授
に
よ
る
講
演

町
田
市
教
育
講
演
会

「
学
力
を
高
め
る
た
め
の
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
」

●
２
０
１
４
年
10
月
18
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
帝
京
大
学
大
学
院  

向
山
行
雄
教
授

　

町
田
っ
子
の
学
力
向
上
の
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
ど
の
よ
う
に
力
を
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う
に

役
割
分
担
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
学
校

経
営
・
教
育
行
政
の
経
験
が
豊
富
な
講
師
が
解
き
明

か
し
ま
す
。

　

お
近
く
の
学
校
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
保
護
者
・
市
民
の
方
々
の
多
く
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小学校

町
田
市
学
力
向
上
推
進
事
業

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　

教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
１

５
年
４
月
か
ら
市
立
小
学
校
の

給
食
調
理
業
務
委
託
を
導
入
し

ま
す
。

　

２
０
１
５
年
度
は
小
学
校
42

校
の
う
ち
６
校
で
実
施
し
、

２
０
１
６
年
度
以
降
、
そ
の
他

の
学
校
で
も
、
順
次
、
調
理
業

務
委
託
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
同
様
、安
全
・
安
心
・

 

お
い
し
い
給
食
を
子
ど
も
た
ち
へ

　

委
託
の
導
入
に
よ
り
、
調
理

を
行
う
者
は
市
職
員
か
ら
民
間

事
業
者
に
変
わ
り
ま
す
が
、
調

理
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
各
学
校

の
給
食
室
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
献
立
の
作
成
や
食
材

の
調
達
な
ど
も
、
こ
れ
ま
で
通

り
学
校
の
栄
養
士
が
行
い
、
食

育
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
行

事
食
の
実
施
や
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
対
応
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
で
安
心
な
給
食

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

保
健
給
食
課

☎
７
２
４
・
２
１
７
７

指
導
課
☎
７
２
４
・
２
８
６
７

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
家
庭

で
の
教
育
力
向
上
に
つ
な
が
る

知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
た
り
、

保
護
者
同
士
の
仲
間
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
、
子
育
て
や
家
庭

教
育
に
関
し
学
習
す
る
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
子

育
て
・
家
庭
教
育
支
援
に
つ
な

が
る
よ
う
、
そ
の
担
い
手
と
な

る
グ
ル
ー
プ
を
育
成
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
子
育
て
中
の
方
、
ま
た

家
庭
教
育
支
援
に
関
心
を
お
も

ち
の
方
、
本
事
業
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
７
２
８
・
０
０
７
１

みんなで
一緒に学んだ
夏休み

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
in
日
大
三

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
２
回　

忠
生
・
小
山
田
地
区
小
学
校
交
流
会

☆
小
学
校
調
理
業
務
委

託
の
情
報
は
、町
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

忠
生
・
小
山
田
地
区
の
小
学
校

交
流
会
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
in
日

大
三
」
が
、
７
月
25
日
（
金
）、

８
月
26
日
（
火
）
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
忠
生
・
小
山
田

地
区
の
市
立
小
学
校
に
通
う
児
童

が
、
日
本
大
学
第
三
中
学
校
・
高

等
学
校（
以
下
、日
大
三
）に
集
い
、

教
科
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
講
座
を
通

し
て
交
流
を
深
め
る
も
の
で
す
。

　

会
の
運
営
は
日
大
三
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
日
大
三
の
生
徒
た
ち
が

児
童
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
２
日
間
で
７
校
の
４

～
６
年
生
２
８
１
名
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
山
ヶ
丘
小
学
校

町田第三小学校
町田第六小学校
南第四小学校

鶴川第四小学校
小山田小学校

木曽境川小学校
※保護者を対象とした説明会
を各学校で開催しています

2015年度
調理業務委託導入校

　「きしゃポッポ」は、一緒に参加するお母さ
んや保育士と育児の悩みやヒントを共有で
きる〝ひろば〟です。
　子どもとの手遊び・スキンシップ遊び、絵
本の読み聞かせ、テーマに沿ったグループ
トークなどを、みなさんで行います。
　また、月１回、お父さんが主役の「パパと
一緒にきしゃポッポ（通称：パパきしゃ）」も
行っています。

　乳幼児から中学生までの保護者を対象に、子どもの年齢
に応じて生じる家庭教育に関する様々な課題を解消するた
めの各種講座を開催しています。
　今年度は10月以降、各種講座を
開催していく予定です。

　地域の子育て・家庭教育支援の担い手となるために学習
をする５名以上のグループに対し、会場の提供、学習中の保
育、講師謝礼の助成などの支援を行っています。来年度は、４
月頃に参加グループを募集する予定です。

お母さん、お父さんの学びと交流の場です

い
の
ち
を
守
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
感
謝
状

幼い子どもと暮らす親と子の交流ひろば
「きしゃポッポ」「パパと一緒にきしゃポッポ」

家庭教育講座

家庭教育支援学級

地域の子育て・家庭教育支援の
担い手を育てます

家
庭
教
育
支
援
事
業
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

給
食
調
理
業
務
委
託
を
導
入
し
ま
す
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